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日本電信電話株式会社（本社：東京都千代田区：代表取締役社長 鵜浦博夫、以下: NTT）、

シダックス株式会社（本社：東京都渋谷区：代表取締役会長兼社長 志太 勤一、以下：      

シダックス）、NTT コミュニケーションズ株式会社（本社：東京都千代田区：代表取締役社長 

庄司 哲也、以下：NTT Com）、NTT ソフトウェア株式会社（本社：東京都港区港南：代表

取締役社長 山田 伸一、以下：NTT ソフトウェア）の 4 社は、2016 年 3 月より約 2 カ月

間、NTT が保有する「レーザガスセンシング技術（※1）」とクラウド環境を利用して食材

の産地を推定し結果をリアルタイム通知できるシステムの評価実験を実施します。 

 

本実験では、NTT が保有する「レーザガスセンシング技術」を利用して食材の産地を科

学的に推定するとともに、クラウド上でのデータの蓄積・処理・結果閲覧のリアルタイム

化を図り、実際の流通過程において本技術を取り入れた場合の産地推定にかかる時間や費

用など、一連の流れを検証・評価することを目的とします。 

 

１．共同実験の取り組み背景・目的 

これまでの TPP（環太平洋経済連携協定）の動向を捉え、今後、農産物の輸出入が活発

化することが想定されます。消費者は、海外の食材を安価に入手できる反面、生産地が保

証された食材を購入したいという意識がより高まることが考えられます。食材の流通過程

の中でその生産地情報をより確かなものにするために科学的検査を組み込むことは有効な

手段と考えられますが、検査期間に時間を要することから難しい状況となっています。 

そこで、NTT は、これまで光通信分野で培ってきた高性能なレーザ光源技術を利用した

高感度で高分解能なガスのセンシング技術を食品分野へ適用し、短い時間で食材に含まれ

る元素の安定同位体比を測定し産地を推定する技術開発を行ってきました。本実験では、

この NTT が保有する「レーザガスセンシング技術」により、食品の産地情報を推定する時

間の短縮化を図り、任意の場所からリアルタイムに産地推定の結果を閲覧できるシステム

を構築し、本技術を実際の流通過程の中で組み込んだ場合の一連の流れを検証します。さ

レーザガスセンシング技術とクラウド環境を利用した食材産地推定に関する共同実験を開始 

～科学的な産地推定システムの実現をめざして～ 



らに、安定した産地の食材に対する測定を重ね収集したデータの分析を通して、産地推定

精度を評価します。また、シダックスは、本共同実験に自社で調達した食材供給を通じて   

協力することで、ソーシャル・ウェルネス（健全・健康な社会）の実現をめざして参ります。 

２．共同実験の概要 

安定的な産地の食材を提供しているシダックスがNTT厚木研究開発センタの社員食堂で

使用している食材の中から、利用頻度の高い食材である「野菜」に対して、NTT ソフトウ

ェアがレーザガスセンシング技術を用いて「安定同位体比の測定（※2）」を行い、収集デ

ータから産地推定を行います。（図 1、2 参照） 

 

 

図 1 実証実験の流れ 

 

                 

図 2 測定サンプル（人参） 

 

また、測定データを産地情報と関連づけて産地推定精度を評価すると共に、NTT Com の  

グローバルクラウドサービス「Enterprise Cloud(※3)」上のデータベースに検証データを   



蓄積します。さらに、測定データから推定した産地を、どこからでもリアルタイムに閲覧・

確認できる環境を構築します。（図 3 参照）  

 

図 3 測定結果表示画面（イメージ） 

 

３．各社の役割 

本実験における各社の役割は以下となります。 

NTT：レーザガスセンシング技術を利用した食材の産地推定精度の評価。 

シダックス：実際の流通工程の中における安定的な産地の食材の提供。 

NTT Com：食材のデータを蓄積するためのクラウド環境の提供。 

NTT ソフトウェア：測定および結果の統計処理とシステム全体の検証・評価。 

 

４．今後の展開 

今後は、引き続き、産地の確実な食材データの収集を行い蓄積データの充実を図り、ク

ラウド環境上でのデータ処理による産地推定精度を高度化し、産地推定システムの実用化を

めざします。 

 

※1：「レーザガスセンシング技術」 

ガスにレーザ光を照射すると、ガスによる光吸収が生じます。吸収波長と吸収量を調べ

ることで、ガスの種類や濃度を調べる技術です。NTT が光通信分野で開発した高性能なレ

ーザ光源を利用することで、高感度、高分解能な分析が可能です。 

 

※2：「安定同位体の測定」 

水素や酸素など同じ元素でも、同位体と呼ばれる質量数（原子の重さ）の異なる原子が

存在します。動植物が取り込む安定同位体の比率は、地域等によって異なることが知られ



ており、その比率を正確に調べることで産地推定等に利用されています。 

 

※3：「Enterprise Cloud」 

Enterprise Cloudは、世界 11ヵ国 14拠点に基盤を展開する基幹系システムにも対応可

能なクラウドサービスです。NTT  Comは「グローバルクラウドビジョン」に基づき、クラ

ウドサービスのほか、データセンター/ネットワーク/クラウド型アプリケーション/マネー

ジドサービス等の「グローバルシームレスサービス」を組み合せた「シームレス ICTソリ

ューション」により、お客さま ICT基盤の最適化を実現します。 

 


